
応募数及び入賞入選数
（単位：点）

部門
絵画 彫刻 書 工芸 写真 計作品数

応　募　数 184 6 31 25 70 316

入賞入選数 163 5 22 16 54 260

運営委員長 内田いず美 （浜松市美術館協議会会長）

審　査　員
絵　　　画 内田あぐり （日本画家）

石黒賢一郎 （広島市立大学芸術学部准教授）
彫　　　刻 田中　　毅 （彫刻家）
書 広瀬　舟雲 （武蔵野大学教育学部教授）

工　　　芸 山本　一樹 （工芸作家、静岡文化芸術大学名誉教授）
写　　　真 大森　克己 （写真家）

ごあいさつ	 内 田 い ず 美
第７１回市展を開催できますのも、市展に応募されました 316 名の皆様方、そして公私ともにご多

用にもかかわらず、浜松市美術館へご来館いただきました皆様方のおかげです。皆様方に敬意と感謝
を申し上げます。ありがとうございます。

さて、今私たちをとり巻く世界は、紛争・自然災害・異常気象等混とんとしていて先が見えません。
だからこそ、誰もが安心して豊かな交流にあふれた生活ができる社会を願いたいです。今回応募され
た作品には、その願いが溢れているのを感じました。制作者の皆様は、ご自身の作品と真摯に向き合い、
今の思いを全力で作品に込められたことと存じます。

今回の応募作品につきましては、昨年の点数を上回ることができました。どの作品も観る者を引き込
み、豊かな気持ちにさせていただける力作ばかりで、スタッフ一同喜びに堪えません。

入賞・入選は全体で 28 点・232 点あり、部門大賞を選び、その中から浜松市長大賞を選ばせてい
ただきました。

その結果、今年度は彫刻部門の作品『鍵盤からの試み』（山口貴一さん作）が浜松市長大賞に選ば
れました。作品を前にすると、木のぬくもりや重厚感、そして、何かユーモラスなフォルムに心が癒さ
れます。作者の遊び心や細部へのこだわりもじっくりと味わっていただけたらと思います。

ここ何年かは、新型コロナウィルス感染症対策で、会期中は美術館へのご来館に制約を設けていま
したが、やっと通常の生活が戻ってきました。ご来館された皆様一人一人が、伸び伸びと展示作品と
向き合い対話をし、感性を磨いていただけることと思います。この市展がその機会に寄与出来ますこと
を願っています。

審 査 評
絵画	 内 田 あ ぐり

今年の浜松市展に応募された作品は、とても元気がある活気に満ちた作品ばかりでした。何よりもの
びやかで、豊かな色彩感覚に溢れている絵が多く、奨励賞を選ぶのに大変迷いました。高校生や若
い方達の絵と思われるものが印象的で、自由な発想と表現や、失敗を恐れずに描いている潔さがあり、
現代美術にも通じる可能性に富む表現が見受けられました。大賞受賞となった松本忠雄氏の《ウクライ
ナへの侵攻》は人間像を真正面から取り組んだ力強い作品で、簡略化した中にもデッサン力と画面の
構成力があります。時代性に取り組んだ作者の意図がストレートに現れていました。《ささゆりの里》は
日本画の顔料や岩絵具で描かれた美しい絵画です。植物や森の表現が素朴で、作者の自然へ向ける
素直な眼差しを感じます。岩絵具の手法も自由で独自性がありました。他には《四色の愛》の水彩画
の美しさ、《叢雲》の大胆な表現、天竜浜名湖鉄道の駅を描いた作品など、紙面に限りがあり書けなく
て残念なのですが、応募された作品に明るい未来と可能性を感じました。

絵画	 石 黒 賢 一 郎
本当の意味で絵画として存在するためには、その作品が唯一で再現不可能なものとなる必要がある。

それがトレンドであったり、表現されているものが何であったとしても、そこにしかない存在であることが、
紛れもなくその作者の作品であることの証明となる。これは探して見つかるものではなく、すでに出会っ
ているのである。

大賞に選出された　「ウクライナへの侵攻」　は世相をダイレクトに表現し、人物の表現とコンセプト
が作品の強度に繋がっている作品であった。背景表現も国旗をデザイン的に扱いながら作品をまとめ
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あげ、時代を反映しながらも強固な存在感を放っていた。
奨励賞の「巡礼」は水彩による独特なマチエール表現で、人物群と物体の存在感、そして白黒のトー

ンの美しさに強く惹きつけられた。人間の限界とは想像力の限界であり、そこに制限を設けてはならな
いことを体現した作品であった。

他にも、それぞれの作り手の熱意が感じられる作品が数多くあり、「天球」、「免許返した人、これか
ら取る人」、「軍艦島の記憶」など、気になる作品が多数あった。

今回の応募作品は作者自身の世界観を絵に投影しようとする真摯な姿勢が垣間見えるものが多く、審
査を担当できて光栄だった。

彫刻	 田 中 　 毅
応募作品は少ないですが、内容はおもしろい作品が並んでいました。一点だけ、飾るのが不安定で

危なく、メリハリもなくて外させてもらいましたが、テーマは興味がありました。
市長大賞の「鍵盤からの試み」は、作品がどっしりと重量感があり歩き出しそうでユーモラスで素材

の心地良さが良く、欲を言えばもう少し動きが欲しい。奨励賞の「チーター」は造り方がおもしろいで
すね。何かを捜しているようで、安住の地を求めているのかなって。「世継誕生」は力のある人が制作
されたと思いますが、伸々とした楽しさ、軽やかさが個人的には欲しかったし、次回作が楽しみな作品
です。二点の首は何かしら魅力のある表情が欲しい、ほほえみはありますが、見る人に何かを伝えて欲
しい。個人的には惚れてしまいそうな作品にして欲しいです。

浜松は初めてでしたが、少ない応募ながら充実した作品でした。次の展覧会も楽しみです。ありがと
うございます。

書	 広 瀬 舟 雲
伝統的な書の基本は正しい字形で書かれていることです。特に草書と篆書ですが、１字づつ古典の

書が掲載された字典で必ず調べてから書いてほしいと思います。怪しい崩しや字形が散見しました。ま
た書の技的には高いレベルでも釈文と照合すると脱文や相違あるものは残念ながら入選を遠慮してもら
いました。出品前に必ずよく確認・照合してください。

今回、珍しく前衛書の出品がありました。これについては大いに線と造形の美を探究してください。
大賞の大石さんの作品は、繊細かつ動きのある非常に鍛錬された線質で余白を存分に生かした構成が
見事な傑作。奨励賞の河島さんの漢字作品は、古典の漢字書をよく鍛錬し何紹基風な熟達した筆致に
高めた点が魅力。同じく奨励賞の金山さんの漢字仮名交じりの書作品は、品よく丁寧に真面目に取り組
んでいるところに妙趣を感じました。次点では浜松城の陣太鼓が聴こえてくるような溌剌とした書に個性
の表出を見ましたが、更に直線的な要素があればと思いました。漢字・仮名・漢字仮名交じりの書・
篆刻・前衛とバラエティーに富んだ作品群を拝見しうれしく思いました。出品された皆様の今後ますま
すのご精進を楽しみにしております。

工芸	 山 本 一 樹
昨年に引き続き工芸部門の審査を担当させていただきました。今回も一般的に言われている「工芸」

の分野には収まりきらない素材と表現技法の作品が数多く出品され、その審査は困難を極めました。
審査は、形の美しさや緊張感、デザインの独自性と素材を扱う技法の習得度に加え、作品へのこだ

わりが強く感じられるかを判断基準にしました。
奨励賞の曽布川千佳子さんの「もみじ紋大皿」は、確かなろくろ技術に加え、もみじ文様の表現に

爽やかさを感じました。山口万寿美さんの「藍染、絞り」も、藍染独特の魅力的な色合いに加え、絞り
のデザインが作家のセンスの良さを感じさせてくれました。

工芸作品の表現は多種多様に及びます。今回応募が無かった金属やガラスは、大掛かりな設備が必
要で取扱いは大変ですが、その分、素材の魅力に溢れています。次回はぜひ挑戦して欲しいところです。
多くの方々が様々な素材のアートに興味を持ち、この地域が文化的に一層豊かになる事を期待します。

写真	 大 森 克 己
上位に入賞された方々の作品は光とフォルムを平面に定着させるという写真の機能の根源的な力を思

い起こさせるものでした。撮影者の意図を超えた何かが映り込む、映り込んでしまう写真の不思議な魅
力も改めて感じました。

上杉三奈さんの光と色彩に対する感受性、カワセミの生態への深い洞察力を感じる稲垣亨さん、竹
内研人さんの実験精神、高山申二さんのユーモア、鈴木久俊さんの自然と向き合う姿勢、それぞれにと
ても素晴らしいと思いました。

選考の過程で、もう少し 21 世紀的なモチーフを探求した作品も見たかったという気持ちもあります。
これだけの情報化社会のなかで、多くの人々が既に撮ってしまっているモノや場所よりも、誰も見たこと
の無い、ほかならぬ自分自身にとってのかけがえのない特別な場所や時間があるのではないでしょうか？
それは、ひょっとしたら有名なお祭りや観光地ではなく、日々の暮らしのなかでの、一見退屈に思える
時間のなかでの何かとの出会いかもしれません。

受賞者を含めた応募者のみなさんにお願いしたいのは、タイトルについてもう少し深く考えていただ
けるとうれしく思います。タイトルは写真の説明ではなく、写っているものの解説でもありません。当た
り前と思い込んでいる日常、人間、そして自然に対してポジティブな問いかけや発見を投げかけている
素晴らしい写真作品に対して相応しい言葉を探してみて下さい。



No. 賞 作 　 品 　 名 作者氏名
絵画（油彩画） 1 奨 励 賞 s i g n s 　 き ざ し 中 野 万 里 子

2 Passion　（ 森 町 の け ん か 祭 ） 中 村 　 眞
3 杜 山 口 猶 也
4 ヨ ッ ト ・ ハ ー バ ー 山 下 広 矛
5 奨 励 賞 孤 独 の 軌 跡 田 中 正 太 郎
6 陽 の あ た る 壁 曽 我 清 臣
7 オ レ ！ 丸 山 敏 朗
8 郷 愁　（ 農 作 業 の あ い 間 に ） 石 津 喜 久 子
9 瞑 想 の 森 松 本 　 修

10 田 舎 茶 屋 を 行 く（ 湯 谷 ） 中 安 宮 子
11 小 舟（ サ ン ト ス 近 郊 ） 平 野 彦 一
12 佇 （ た た ず ） む 中 川　 明 彦
13 レッツダ ンス！！楽しく踊 ろう 杉 山　 悦 子
14 山 の カ フ ェ 池 田　 吉 仁
15 ひ こ う き 雲 品 川　 育 子
16 雪 融 け の 渓 流 清 水　 快 宏
17 収 獲 （ 秋 ） 鈴 木　 洋 子
18 昭 和 の 浜 松 野 村　 健 一
19 ク ス ノ キ の 夢 杉 山　 全 代
20 メ ッ セ ー ジ 酒 井　 希 代 美
21 癒 し の 場 所（ 駅 ） 池 谷　 寿 一 郎
22 向 日 葵 の 競 演 内 山　 た づ 子
23 奨 励 賞 軍 艦 島 の 記 憶 山 下　 英 行
24 奨 励 賞 天 球 坂 田　 康 雄
25 奨 励 賞 誰！？（ 先 生 ） N O . 1 田 中　 優 子
26 神 々 の 山　 ネ パ ー ル 山 脈 馬 渕　 友 良
27 ド ラ ム 大 好 き ！ 大 野　 和 衞
28 奨 励 賞 免許返した人、これから取る人 阿 久 津　 惠 美 子
29 楽 し い ス ケ ー ト 稲 勝　 佐 保 子
30 雪 道 を 行 く 鶴 見　 敏 明
31 涼 風 阿 多 古 川 森　 喜 枝 子
32 野 分 晴 れ の 佐 鳴 湖 畔 金 井　 美 代 子
33 長 篠 の ナ イ ア ガ ラ 松 井　 正 幸
34 光 彩　 小 國 を 射 る 以 西　 雅 章
35 未 熟 福 田　 大 嘉 仁
36 妻 籠 馬 渕　 久 雄
37 水 都 を 歩 く 新 野　 　 彰
38 四 日 市 の 想 い 出 武 内　 洋 子
39 近 江 八 幡 倉 田　 好 子
40 晩 秋 白 川 郷 安 間　 広 子
41 レ ト ロ タ イ プ ラ イ タ ー 青 柳 　 孝
42 土 塀 原 口　 雅 乃
43 勇 往 邁 進 川 合　 秀 幸
44 季 節 を 告 げ る 田 中 　 玄
45 夏 の 大 地 日 置　 や ゑ 子
46 時 合 い 柴 田 　 誠
47 池 影 山 　 清
48 一 瞬 の 輝 き 石 田　 香 織
49 春 の 庭 粟 野　 英 子
50 誓 い 川 村　 美 春
51 秋 納 め 田 村 　 寛
52 奥 浜 名 湖 の 夕 景 加 藤　 市 之 助
53 夢 み る 赤 レ ン ガ 倉 庫 小 松 　 悟
54 緩 流 渥 美　 一 恵
55 難 民 山 田　 幸 江
56 尾 瀬 ヶ 原 森 田　 信 子
57 「気持ちいでしょ？」「は、はい」 戸 田　 健 矢
58 S ４ ０ 磯 大 坪　 昭 英
59 回 顧 ７ ６ 中 村　 敏 之
60 Shadow and Light in March S l a v a  C a r o t t e
61 パ フ ォ ー マ ン ス 池 谷　 あ つ 子
62 月 の 残 骸 大 津　 美 奈 子
63 お 気 に 入 り の 道 仲 山　 智 子
64 p r a y e r 守 屋　 将 年
65 ぱ っ ！ 内 山　 み さ ほ
66 思 い 川 田　 明 美
67 黄 昏 松 岡　 正 典
68 穏 や か な 日 々 長 谷 川　 佳 子
69 夕 焼 け の 彼 岸 花 鈴 木　 郷 子
70 秋 が や っ て 来 た 小 楠　 和 子
71 大 賞 ウ ク ラ イ ナ へ の 侵 攻 松 本　 忠 雄
72 早 春 の 安 曇 野 米 村　 健 一

絵画（水彩画） 1 色 と あ そ ぶ 坂 本 克 子
2 稲 荷 表 参 道 机 貞 代
3 天 浜 線 三 ヶ 日 駅 風 景 机 昭 治
4 清 里 中 村 磯 子
5 美 味 そ う 鈴 木　 英 伸
6 夏 の 夜 の 夢 日 内 地　 卯 女 子
7 前 を 向 い て 岸 本　 美 和 子
8 我 が 町 　 浜 松 山 路 　 勲
9 最 後 の 要 山 下　 清 生

10 がんばっている舞阪の漁師さん 河 合　 敬 子
11 優 美 な 空 間 市 川　 智 康
12 灯 し 火 鈴 木　 香 織
13 奨 励 賞 巡 礼 中 村　 公 則
14 迦 楼 羅 天 飛 翔 白 井　 弘 子
15 S H O P P I N G 村 松　 菜 帆
16 終 演 石 田　 夏 希
17 垂 れ る 菅 原 　 渉

No. 賞 作 　 品 　 名 作者氏名
18 収 穫 武 藤　 克 弥
19 刻 の 過 ぎ 行 く ま ま に Ⅱ 牧 野　 み ち 代
20 Graptopeta lum paraguayense 岩 田　 規 子
21 日 の 出 の 大 地 に 縁 起 い い 物 山 口　 健 次 郎
22 初 夏 の 白 川 郷 社 澤　 　 悟
23 晩 秋 の 都 田 総 合 公 園 足 立　 憲 雄
24 一 宮 の 大 銀 杏 藤 田　 盛 雄
25 朝 食 中 島　 唯 奈
26 大きな　大きな　ギガンジウム 平 野　 晴 義
27 大 好 き な 畑 で 小 野 寺　 和 枝
28 楽 園 鈴 木　 雅 子
29 嘉 門 次 小 屋 の 秋 山 田　 和 茂
30 姉 妹 で 七 ・ 五 ・ 三 矢 部　 み ど り
31 午 後 の や す ら ぎ 池 の 写 り 井 田　 素 子
32 神 様 も 見 て る か な 鈴 木　 こ の み
33 再 生 野 嶋　 照 子
34 水 中 花 太 田　 美 稼
35 苔 中 村 　 律
36 自 信 杉 崎 　 守
37 夏 の 街 角 佐 藤　 さ つ き
38 奨 励 賞 カ シ ェ ッ ト 德 永　 裕 香
39 ト ル コ を 体 験 ！ 丹 羽　 菜 々 花
40 奨 励 賞 四 色 の 愛 芦 川　 か れ ん
41 裏 通 り の た そ が れ 山 田　 惠 子
42 新 緑 の 森 田 中　 房 子
43 小 春 日 和 根 木　 節 子
44 楽 し い 運 動 会 堀 内　 計 利
45 大 滝（ 湯 谷 温 泉 ） 加 茂　 幹 彦
46 塁 球 少 年 今 井　 陽 映
47 富 士 見 パ ノ ラ マ 高 原 江 間　 麻 美
48 木 霊 が 宿 る 杜 鈴 木　 良 枝
49 執 着 小 野　 七 華

絵画（日本画） 1 奨 励 賞 さ さ ゆ り の 里 山 本 　 梢
2 夜 に 咲 く 野 中　 浄 恵
3 睦 み あ い 藤 井　 克 治
4 都 田 の ピ オ ー ネ 内 藤　 ひ で 子
5 奨 励 賞 孫 康 映 雪 川 合　 さ き 子
6 盛 夏 竹 田　 久 恵
7 奨 励 賞 秋 陽 ・ 凜 子 小 川　 直 子
8 繋 が る 鈴 木　 萌 香
9 菊 日 和 中 村　 幸 代

絵画（その他） 1 f a v o r i t e  t h i n g 野 本 直 美
2 未 来 を 見 つ め て 酒 見 惠 子
3 巡 り ゆ く 世 界 永 田 理 恵 子
4 海 に 住 む 林 訓 史
5 苛 立 ち 寺 田　 利 茂 子
6 畑 の 格 闘 技（ 大 浦 牛 蒡 ） 枝 村　 武 明
7 樹 炎 鈴 木　 利 定
8 海 月 石 野　 有 桜
9 ゆっくり、 歩くような 速 度 で 石 野　 ひ な の

10 餅 投 げ 柄 の 壁 木 下　 雄 一
11 奨 励 賞 r e p a i r 野 村　 尚 輝
12 少 女 の 見 つ める先 は・・・・ 倉 田　 よ し 子
13 千 国 街 道 岸 　 功
14 雪の降る街（ポーランド　ワルシャワ） 室 井　 仁 志
15 奨 励 賞 幼なじみ（80才）との思い出 長 谷 部　 征 彦
16 ベ ト ナ ム VnIMPRESSION Ⅲ 友 田　 昭 彦
17 呪 縛 國 松　 史 華
18 祈 り 山 神　 利 秋
19 奨 励 賞 澄 み 渡 る 空 と 無 人 駅 鈴 木 宏 明
20 奇 神 唐 澤　 和 可 奈
21 滝 ・ 色 づ く 伊 賀　 春 雄
22 雲 上 九 頭 龍 咆 哮 岡 田　 和 重
23 R U N  T O  L I V E 澤 井　 隆 治
24 中 田 島 砂 丘 の 風 景 中 村　 美 津 子
25 触 れ る 絵 画　 水　～ 祈 り ～ Z a h i r a さ ち
26 富 士 ， 聳 え る 河 内　 広 治
27 飛 雪 太 田　 一 夫
28 想 い ・ ２ ０ ２ ４ 戸 塚　 真 理 子
29 路 傍 の 大 樹 新 村　 之 康
30 母 の 一 番 好 き だ っ た 花 辻　 亜 子
31 あ の 夏 の 日 の 思 い 出 中 村 　 杏
32 あ ふ れ で る 刹 那 さ 鈴 木　 孝 昌
33 奨 励 賞 叢 雲 吉 田　 瑠 希 也

彫 刻 1 S u m m e r  M e 甲 子　 明 日 音
2 私 ’ 2 3 松 浦　 日 和
3 世 継 誕 生 市 川 　 務
4 市 長 大 賞 鍵 盤 か ら の 試 み 山 口　 貴 一
5 奨 励 賞 チ ー タ ー 馬 渕 　 誠

書 1 性 霊 集 語 録 林　 理 恵
2 奨 励 賞 王 禹 偁 詩（ 一 節 ） 河 島　 彩 澄
3 潮 見 坂 楠 木　 恵 子
4 静 寂 の 中 に 松 下　 耕 山
5 太 祇 の 句 坂 田　 松 華
6 ハ イ ネ の 詩 大 橋　 松 玲
7 杜 甫 詩 鈴 木　 美 帆

No. 賞 作 　 品 　 名 作者氏名
8 奨 励 賞 李 白 詩 金 山　 桜 夕
9 古 城 の 軌 跡 平 川　 彩 日

10 さ わ ら び 伊 藤　 祥 華
11 李 白 の 詩 無 州　 惺 玉
12 顔 延 之 詩 松 下　 砢 静
13 無 名 氏 古 詩 倉 崎　 光 絃
14 花 の 歌 松 山　 美 和 子
15 孟 浩 然 詩 髙 見　 爽 葉
16 大 賞 と き は な る 松 の み ど り 大 石　 悦 子
17 世間を憂しとやさしと思へども 木 下　 淑 子
18 龍 飛 鳳 舞 鈴 木　 雅 子
19 藤 原 基 俊 の 歌 三 原　 桂 石
20 楓 橋 夜 泊 赤 堀 　 明
21 李 白 詩 送 友 人 村 松　 辰 平
22 前 衛 書「 花 」 に よ る 佐 野　 花 香

工 芸 1 す ま し 顔 の 孔 雀 さ ん 石 井　 孝 子
2 藍 染 、 絞 り 山 口　 万 寿 美
3 五 角 透 か し 花 入 れ 村 石　 修 司
4 秋 の 情 景（ドーナツ型 花 瓶 ） 友 松 　 章
5 パ ン ダ 帝 国 の 晩 餐 会 野 村　 尚 輝
6 秋 を 飾 る 鈴 木　 み さ 子
7 〝 あ れ ・ れ 〟 浅 賀　 加 代 子
8 狐 の 嫁 入 り 髙 橋 　 仁
9 春 の 訪 れ 金 指　 み き 子

10 ウ チ ノ ネ コ の ト ケ イ 小 野 田　 宗 弘
11 奨 励 賞 も み じ 紋 大 皿 曽 布 川　 千 佳 子
12 粘 土 の 花（ 競 演 ） 加 藤　 佳 津 江
13 爽 や か （ 花 器 ） 加 藤 　 章
14 き の こ の き 鈴 木　 佐 知 子
15 春 の ト ン ネ ル（ 粘 土 ） 平 山　 由 美 子
16 花 織 半 巾 帯 野 島　 節 子

写 真 1 ミ ラ ー の 中 の 春 景 色 平 野 保 彦
2 光  溢 れ て 中 安 敦 子
3 花 影 に 佇 む 太 田 辰 美
4 縄 張 り 宣 言 渥 美 　 勉
5 信 頼 清 水 輝 美
6 美 ・ サ イ レ ン ト 中 谷 國 比 古
7 飛 翔 木 下 由 翔
8 静 寂 の 中 の 熱 情 山 名 輝 明
9 暴 れ 牛 本 多 純 一

10 陽 春 名 和 哲 夫
11 柿 の 実 が 熟 れ る 頃 太 田 直 幸
12 桜 堤 に 遊 ぶ 小 松 原 　 清
13 霜 の 降 り た 日 山 﨑 正 子
14 砂 紋 曽 布 川 整 平
15 こ ん に ち は、 は じ め ま し て 柳 澤 伸 俊
16 川口千里＆ THE JAZZ AVENGERS IN 浜松 RODRIGUEZ FLORES LAURA
17 浜 松 城 下 で 手 筒 花 火 鈴 木 　 良
18 新 城 の ナ イ ア ガ ラ 髙 柳　 彰 司
19 天 空 の キ ャ ン プ 場 加 茂　 正 喜
20 親 子 の ふ れ あ い 西 川　 章 司
21 干 の 造 形 美 有 馬　 武 彦
22 ホ シ ガ ラ ス の 肖 像 鈴 木　 亨 子
23 輝 く 水 辺 の ル リ ビ タ キ 鈴 木　 久 米 男
24 健 や か に 井 嶋　 博 之
25 早 暁 の 浜 名 湖 石 塚 　 孝
26 秋 の シ ン ホ ニ ー 前 嶋 　 裕
27 奨 励 賞 旅 立 ち 高 山　 申 二
28 八 万 四 千 仏 堂 太 田　 ま す み
29 夕 日 時 藤 田　 正 男
30 サ － フ ァ 中 村　 寿 男
31 深 秋 の 静 寂 石 川 　 純
32 奨 励 賞 た わ む れ 稲 垣 　 亨
33 幻 日 松 本　 朝 子
34 た き や 漁 の 夏 の 日 松 本　 和 久
35 気 合 一 閃 木 下　 博 達
36 安 曇 野 の 春 平 野　 晴 久
37 （ 辰 ） 竜 新 年 を 願 う 広 野　 威 喜 男
38 僕 の 夏 休 み 松 ヶ 下　 孝 平
39 雪 頭 ヶ 岳 よ り 望 む 稲 垣　 成 憲
40 大 賞 ス ポ ッ ト ラ イ ト 上 杉　 三 奈
41 旅 立 ち の 序 曲 飯 田 拓 司
42 春 の 宵 鈴 木　 義 德
43 お と う さ ん の「 休 日 」 成 尾　 基 幸
44 う っ せ ぇ わ 栗 原　 節 子
45 奨 励 賞 お っ と っ と 竹 内　 研 人
46 上 か ら 見 る 世 界 遺 産 山 浦　 一 男
47 炎 に 挑 む 浅 井　 秀 夫
48 夏 へ の 気 配 木 野　 玉 枝
49 奨 励 賞 幻 想 的 な 朝 鈴 木　 久 俊
50 浜 名 湖 畔 の 夕 暮 れ 濵 田　 喜 己
51 鳥 居 に 沈 む 三 ケ 月 小 栗 　 進
52 相 手 に 威 嚇 𠮷 田　 正 一
53 御 神 火 凧 に 願 い を 込 め て 服 部　 朝 惠
54 額 縁 の 扉 松 島　 優 喜

※作品番号と展示の順番は、必ずしも一致しません。


